
事例７ 「話し言葉と書き言葉の特徴を踏まえながら、聞き手に伝わるように構成を考え

スピーチすること」をねらった事例 

〇学年    第２学年 

〇主な領域  〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ話すこと・聞くこと 

〇事例のポイント 

①生徒が学習する内容を意識して取り組めるようにする。 

②生徒自身が学習の進捗に合わせて、学習方法や学習内容を選択することができるようにする。 

③リハーサル後に原稿を再検討する時間を設け、学習の深化を図る。 

④評価の場面を焦点化し、学級全体でスピーチする時間を短縮して、生徒の活動場面を増やす。 

 

ＩＣＴを活用した主な学習場面 
・モデルを視聴する場面 

・原稿を作成する場面 

 

ＩＣＴ活用の利点 

①生徒がいつでもモデルを見ることができる。 

②構成の変更を容易にすることができる。 

 

１ 単元名・教材名 聞き手にとって魅力的なスピーチをしよう～「聞き手に伝わる構成」編～ 

          「魅力的な提案をしよう」 

 

２ 生徒の実態と本単元の意図 

  本学級の生徒は、第１学年時に「話の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見との関係」に

気を付けながら、スピーチをする学習を行った。生徒たちは文末の書き方や接続詞に気を付けな

がら、自分の考えを明確にして、スピーチの構成を考えることができるようになってきた。ただ、

自分の伝えたい内容に注力することができるようになった一方で、聞き手を意識した根拠の適切

さや話す事柄の順序に課題が見られる。 

  本教材は、最終的にＡ⑴ウ「資料や機器を用いるなどして、自分の考えが分かりやすく伝わる

ように表現を工夫すること。」をねらいとしたものである。しかし、本教材にもあるとおり、資料

や機器を適切に用いるためには、話の要点や根拠を明らかにしたり、中心となる事柄を捉えたり

する必要がある。そこで、本単元ではＡ⑴イ「自分の立場や考えが明確になるように、根拠の適

切さや論理の展開などに注意して、話の構成を工夫すること。」に重点をおき、指導していく。本

学習を踏まえた上で、次の単元を「『効果的な資料や機器の使い方』編」として、計画する予定で

ある。 

  本単元では、まずモデルとなるスピーチを三つ紹介する。それぞれのモデルは「生徒にとって

身近なモデル」、「年齢が近いモデル」、「将来的なモデル」をイメージし、準備した。今回の目標

である「根拠の適切さや論理の展開」という視点をもちながら動画を視聴することで、生徒の中

で目標に具体性が出るように留意する。そして、生徒それぞれに具体的なイメージがもてたこと

を確認し、スピーチの準備を行う。リハーサルについては、第３時に設定した。準備が不十分で

あることも想定されるが、スピーチが完成していないからこそ、友達の助言を踏まえて、原稿の

改善を図れたり、助言する側も課題点を指摘しやすかったりすることが考えられ、より活発な交

流につなげることができる。 

  スピーチ本番については、小グループにて実施する。これまでクラスでスピーチをすることが

あったが、30人以上が３分程度スピーチするとなると、多くの授業数が必要となる。本単元の目

標はあくまで「根拠の適切さや論理の展開」であることを鑑みて、ワークシートによる評価とし

た。そうすることで、単元の時数を短くすることができることに加え、生徒それぞれの準備時間

を多く取ることができると考えた。また、総括的な評価についても、即時的に行ったり、撮影し

て見直したりすることをせずに実施できる。以上のことを踏まえ、本単元を設定した。 

 

 



３ 単元の目標 

⑴ 話し言葉と書き言葉の特徴について理解することができる。    〈知識及び技能〉⑴イ 

⑵ 自分の立場や考えが明確になるように、根拠の適切さや論理の展開などに注意して、話の構

成を工夫することができる。            〈思考力、判断力、表現力等〉Ａ⑴イ 

⑶ 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして、

思いや考えを伝え合おうとする。              〈学びに向かう力、人間性等〉 

 

４ 本単元における言語活動 

  構成に注意しながら、説明や提案など伝えたいことをスピーチする活動。 

（関連：言語活動例ア） 

 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①話し言葉と書き言葉の特

徴について理解してい

る。     （(1)イ） 

①「話すこと・聞くこと」にお

いて、自分の立場や考えが明

確になるように、根拠の適切

さや論理の展開などに注意

して、話の構成を工夫してい

る。      （Ａ(1)イ） 

①粘り強くスピーチ原稿を考

え、学習課題に沿って伝えた

い内容が明確になるように、

スピーチできたかを振り返

ろうとしている。 

 

６ 指導と評価の計画（全５時間扱い） 

時 主な学習活動 学習内容 指導上の留意点・評価 

１ 

○学習のねらいや進め

方をつかみ、学習の見

通しをもつ。 

○これまでの自分のス

ピーチを振り返る。 

 

○スピーチのモデルと

なる動画を視聴し、そ

のよさを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○根拠の適切さ 

○論理の展開 

 

 

 

 

 

 

○モデルは「本校生徒会長のスピーチ」

（生徒にとって身近なモデル）、「青少

年の主張大会のスピーチ」（年齢が近

いモデル）、「企業の理事」（将来的な

モデル）のスピーチを提示する。 

○表現の工夫だけに注目することがな

いように指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○スピーチする題材を

検討する。 

 

 

 

 

○スピーチメモを考え

る。 

○題材の決定 

 

 

 

 

 

○根拠の適切さ 

○論理の展開 

○振り返りシートを活用し、生徒それぞ

れの学習の様子を確認する。 

○原稿は、紙媒体とデータ媒体を提示

し、自身が使いやすいものを選択する

ように伝える。 

○ＩＣＴ端末のカメラ機能やディクテ

ーション機能を活用してもよいこと

を確認する。 

事例のポイント① 

スピーチで注目されがちな身振り手振りや目

線、資料の提示方法などだけに着目しないよ

うに留意する。 

ＩＣＴ活用の利点① 

自分の課題を見付けるために、モデル

を複数回見られるように環境を整備

する。 

本時は、「主体的に学習に取り組む

態度①」の評価規準に基づいて学習

状況を捉え、指導に活かす評価とす

る。 

編 P36 指導

計画作成の

留意事項⑻ 

スピーチテーマ 

係・委員会の経験を職場体験にどのように生

かすことができたのか。 



 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○前時に提示したモデルをすぐに見ら

れるようにしておく。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○スピーチのメモは原稿として記述し

ても、話す項目のみ書き出してもよい

ことを伝える。ただし、その構成や論

理の展開にした理由を明確にするよ

うに指導する。 

 

○評価の際は意図をもって構成を考え

られているかを確認する。 

 

○「書くこと」に課題が見られる生徒に

対しては個別に話を聞いて、教師が意

図を補うことも想定される。 

 

○紙とデータのワークシートを用意し、

生徒が選んで取り組むことができる

ようにする。 

３ 

○小グループでスピー

チのリハーサルを行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○聞き手を意識し

た、話の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小グループは、 

・互いの声が聞きやすいこと 

・助言がしやすいこと 

・極力多くの友達のスピーチを聞く 

ことができること 

を踏まえて、６人一組で実施する。な

お、スピーチ本番ではグループを変更

することで多様なスピーチを聞ける

ように工夫する。 

 

○身振りや抑揚など表現の工夫だけで

はなく、音声として内容がわかるかど

うかを確認することを伝える。 

 

○話し言葉と書き言葉との違いについ

て考えたことを踏まえながら、原稿を

加筆・修正することを指導する。 

 

○加筆・修正したところは赤字にするこ

とを伝える。 

【知識・技能①】 

ワークシート 

・ここでは、話し言葉の特徴を踏まえ

て、原稿を記述したり・修正したり

しているかを確認する。 

事例のポイント② 

生徒が必要感をもったときに活用できるツール

を事前に提示し、生徒が学習を進めるときに、課

題となるものが少なくなるようにする。 

〈使用するワークシートの例〉 

 
ここにスピーチメモを

記述する。 

ここにその構成にした意図

を書く。記号や矢印を活用

することも想定される。 

〈生徒の記述例〉 

【話す内容】自分の職場体験の経験 

      委員会で頑張ってきたこと 

【構成の意図】 

 二つの経験を順に話をする。その後、共通

点を示し、学校生活と職場体験がどのように

つながっているのかを伝える。 

〈想定されるリハーサルでの話合いの一部〉 

Ａさん： 

職場体験と委員会のつながりがわかりやす

かったです。ただ、結論で「自分の将来の夢

に向かってこれからも頑張っていきたいで

す。」と話していたのですが、職場体験と委

員会の経験がどのように自分の頑張りにつな

がるかが分かりづらかったと感じました。 

Ｂさん： 

 なるほど。それなら、自分の将来の夢につ

いて少し触れたほうが聞き手にとってわかり

やすいかもしれないですね。 

･･･（話合いが続く） 



○リハーサルを踏まえ

て、原稿を加筆や修正

する。 

 

 

 

 

 

○話し言葉の特徴  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

○リハーサルを受けて、

自身のスピーチの課

題や工夫したいこと

について考え、スピー

チ本番に向けた準備

を行う。 

 

 

 

 

 

 

○根拠の適切さ 

○論理の展開 

○リハーサルを踏まえて、友だちとリハ

ーサルをしたり、録画したりするなど

必要な学習方法を検討するように指

導する。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

○小グループでスピー

チを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○単元のまとめを行う。 

 

○次回のスピーチに向

けて、課題や工夫につ

いて考えながら、単元

の振り返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○根拠の適切さ 

○論理の展開 

○振り返りの仕方 

○教師はタイムキーパーをしながら、そ

れぞれのグループのスピーチの様子

を観察する。 

○観察の際、記述からではわからない生

徒のスピーチを重点的に見ることを

意識し、評価の充実を図る。 

○リハーサルと小グループを変更する

ことで、多様なスピーチを聞く場を設

定できるようにする。 

 

 

○本単元での学習を生徒が想起できる

ようにした上でまとめを行う。 

○次回のスピーチに関する課題や目標

も記入することを伝える。 

 

 

 

 

【思考・判断・表現①】 

ワークシート 

・ここでは、意図をもって話の構成

を検討することができているかを

確認する。 

 

 

 

【主体的に学習に取り組む態度①】 

ワークシート 

・ここでは、自身のスピーチのよかっ

た点や課題点について振り返って

いるかを確認する。 

事例のポイント③ 

完成していないものであれば、友人も助言も

しやすく、また話し手も修正が容易であるた

め、リハーサルをこの位置に設定する。 

事例のポイント④ 

単元の評価をワークシートで行うことで、スピ

ーチ本番の時間を短縮するとともに、努力を要

する生徒のスピーチを重点的に見て、指導する

場面を設ける。 

編 P36 指導

計画作成の

留意事項⑽ 

編 P35 指導計

画作成の留意

事項⑵ 

編 P36 指導計画作成の

留意事項⑼ 

ＩＣＴ活用の利点② 

文書作成ソフトを活用することにより、より

よい段落の構成や表現について繰り返し考

えらえるようにする。 

【主体的に学習に取り組む態度①】 

ワークシート 

・ここでは、意図をもって構成を工夫

しながら、メモを考え、スピーチを

することができたか、振り返ってい

るかを確認する。 

〈期待したい生徒の記述〉 

 今回の学習では、構成と論理の展開につい

て考えた。聞き手にとってわかりやすくする

ためには、経験と主張を明確に分けることが

大切であると感じた。話し言葉は書き言葉と

違い、読み返すことができない。そのため、

作文とは意識を変えて、原稿やメモを作成す

る必要があると思った。 



７ 本時の学習指導（本時１／５時） 

⑴ 目標 

  ○ 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おうとする。          〈学びに向かう力、人間性等〉 

⑵ 評価規準 

○ 本時は、「主体的に学習に取り組む態度①」の評価規準に基づいて学習状況を捉え、指導に

活かす評価とする。                （【主体的に学習に取り組む態度】） 

⑶ 展開 

学習活動 学習内容 指導上の留意点・評価 時間 

１ 学習のねらいや進め

方をつかみ、学習の見通

しをもつ。 

 

 

 

２ これまでの自分のスピ

ーチを振り返る。 

 

３ モデルを見るときに

気を付けたい観点を考

える。 

 

４ スピーチのモデルと

なる動画を視聴し、その

よさを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 学習の振り返りをす

る。 

 

 

 

 

 

 

○既習事項 

 

 

 

 

 

○自身の学習の様子

の捉え方 

 

○根拠の適切さ 

○論理の展開 

 

 

○観点をもったスピ

ーチの見方・考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○振り返りの仕方 

 

 

 

 

○前単元で行った自身のスピー

チを想起し、よりよいスピーチ

について考えるよう助言する。 

○目標を明確に示し、本単元でど

のような力を身に付けるのか

を確認できるように進める。 

○話し方だけに注視することの

ないように指導する。 

 

○頭括法や尾活法、主張と根拠の

関係など既習事項を確認しな

がら観点を考えるように支援

する。 

○モデルは「本校生徒会長のスピ

ーチ」（生徒にとって身近なモ

デル）、「青少年の主張大会のス

ピーチ」（年齢が近いモデル）、

「企業の理事」（将来的なモデ

ル）のスピーチを提示する。 

○表現の工夫だけに注目するこ

とがないように指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

５ 

 

 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

自分のスピーチを振り返り、自分の伸ばしたい

ところを考えよう。 

評価規準 

（【主体的に学習に取り組む態

度①】） 

観察 

・ここでは、自身の１学期のス

ピーチの振り返りとモデルと

の違いについて着目し、今後

の学習について考えがまとめ

られているかを確認する。 

〈「努力を要する」状況（C）への手立て〉 

・モデルのよいところを見付

け、真似してみたい部分を挙

げるように指導する。 

〈期待される生徒の振り返り〉 

 前回のスピーチでは、題材を決めて話すこと

ができたが、自分が一番伝えたいことが聞き手

によく伝わらなかった。理由を聞いてみると、

「エピソードは印象的だったが、それがなぜ主

張につながるのかが、わからなかった」と言わ

れた。そこで、「青少年の主張大会のスピーチ」

のように自分の経験と主張とのつながりを明確

にしながら、スピーチメモを作っていきたい。 

事例のポイント① 

スピーチで注目されがちな、身振り手振りや

目線、資料の提示方法などだけに着目しない

ように留意する。 

ＩＣＴ活用の利点① 

自分の課題を見付けるために、モ

デルを複数回見られるように環

境を整備する。 

〈生徒の記述例〉 

「青少年の主張大会のスピーチ」 

 自分のエピソードを具体的に話したあと、震

災のニュースを提示している。二つのエピソー

ドから自分が考えたことを整理しながら話を進

め、主張につなげており、わかりやすい。 


